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ス
ロ
ー
ラ
イ
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大
量
生
産
、
大
量
消
費
、

穴
量
廃
曹
の
時
刊
と
い
わ
れ

る
現
代
ス
ピ
ー
ド
や
聞
事

が
・
発
さ
れ
‘
遭
い
よ
り
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寧
い
方
が
る
良
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
.
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「心
や
体
、
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)
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た
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」
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， ， 
、
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そ
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と
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も
の
.
も
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半
に
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「
ス
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l
フ
ー
ド
浬
勘
」
(
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ア
ス
ト
フ
ド
に
対
抗
し
、

地
滋
の
金
制
と
支
化
房
諸
見
直

そ
う
と
い
う
も
の
)
が
曲
ま

り
で
す
.
そ
れ
が
食
の
分
野

だ
け
で
な
く
生
軍
全
体
を

見
直
そ
う
と
い
う
勘
容
に
広

が
り
、

「ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

スローライフ、スロ フ ドとし守言葉を聞いたことがある人も多いのでは?

早さと効率が重祖される現代ス口一(ゆっくり}な暮らしゃ食を見直していこうと

いう運動です。今回は、心豊かなスロ ライフを送っている方や、スローフードの

活動を幅広く行っている方に話を向いました。
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ら
、
ゆ
っ
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り
暮
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」
と
を
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し
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す
が
、
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だ
時
間
的
な
こ
と

だ
け
で
な
く
心
の
状
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を

ス
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す
る
の
も
大
固
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こ
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.
忙
し
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々
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、
ゆ
っ
た
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い
る
中

原
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柑
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で
会
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を
齢
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、
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の
自
慢
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で
民
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の
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が
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揮
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.
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と
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実
は
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も
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.
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て
ら
れ
て
い
去
す
」
と
の
こ

ζ
価
値
圃
が
多
緑
化
す
る

中

，自
然
を
感
じ
な
が
ら

暮
ら
し
た
い
“
と
い
主
気
持

ち
を
大
切
に
し
、
界
回
世
柄
で

あ
っ
た
ロ
グ
ハ
ウ
ス
で
の
事

ら
し
易
自
慨
に
取
り
入
れ
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目
く
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否
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家は買うものではなく、
つくるもの!

スロハワジJ グと'"吻ヲ〈り、 じョ〈り
と思い通りの奮をEてるjζと. 奮を買う の
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上げてい〈のどと喝えていますjと 会・e九. 
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